
作成年月日　令和８年６月１５日

部 課

　利用料金制の採用の有無

　　■有　　□無

 １　指定管理者が行う業務の内容および実施状況

 (1)管理業務

　ア　施設の維持管理に関すること（清掃，警備，施設・設備保守点検，駐車場管理，ＡＥＤの管理，備品管理等）

　イ　文化芸術を振興する事業の実施に関すること（鑑賞型事業，参加創造型事業，育成学習型事業，

　　　文化芸術活動に対する奨励・協力事業，ほか市の文化芸術の振興に資する事業等）

　　　鑑賞型事業

　　　　・芸術ホール　キッズ・フェスティバル2025

　　　　・リサイタル・シリーズ「ピアノの森」ピアノコンサート

　　　　・リサイタル・シリーズ「長谷川智之＆桒田晃＆岡田奏トリオ・リサイタル」

　　　参加創造型事業

　　　　・函館市民文化祭　展示部門「清秋・函館市文団協芸術展」

　　　　　　　　　　　　　　　　　「ぶんだん秋の庵（茶席・喫茶席）」

　　　　・函館市民文化祭　舞台部門「華麗・錦秋の舞台～明日への出発～」

　　　育成学習型事業

　　　　・バックステージツアー（２開催）

　　　　・令和７年度演劇ワークショップ「影絵のワークショップ」

　　　奨励型事業

　　　　・市民美術展「はこだて・冬・アート展」（特別公開講座，展示）

　　　　・五稜郭アーティスト事業「絵本読み聞かせコンサート」

　　　　・五稜郭アーティスト事業「こんのマンの夏フェス」

　　　　・五稜郭アーティスト事業「バリアフリーコンサート」

　　　　・ピアノコンサート・フォー・ユー

　　　　・HAKODATE　WINTER　JAZZ　FESTIVAL

　ウ　利用者に関すること（案内・説明，使用受付・使用制限，連絡調整，情報提供，苦情対応等）

令和７年度(2025年)　指定管理者業務実績シート

教育委員会生涯学習部 生涯学習文化課

 施設名・所在地 　函館市芸術ホール　　函館市五稜郭町37番8号

 設置条例 　函館市芸術ホール条例

 設置目的 　市民に芸術文化に関する活動の場を提供し，もって本市の芸術文化の振興に寄与するため

 設置年月 　平成10年5月  建設費 3,787,000千円

 指定管理者名 　公益財団法人函館市文化・スポーツ振興財団  指定期間 令和５年4月1日から令和10年3月31日までの5年間

 指定管理者の特別 選定
区分

公募

 料金体系

 な要件 非公募

　　　　　練習室2号 ほか

 開館時間 　開館時間　午前9時～午後10時，駐車場24時間供用

 休館日等 　休館日　　年末年始（12/31～1/3），器材点検日（随時）

 構造規模等 　鉄骨鉄筋コンクリート造地下2階地上4階建

　建物延床面積；5,945.71㎡

　ホール（音楽用712席，多目的842席），ギャラリー，リハーサル室，練習室1号，



　エ　利用料金に関すること（利用料金の請求，減免等）

　オ　公金収納業務に関すること（芸術ホール駐車場使用料の徴収・収納）

　カ　その他教育委員会が定める業務（生涯学習情報の提供，各種書類の整理保管，市への報告等庶務業務等）

 (2)自主事業

　ア　文化振興事業（鑑賞型事業等）

　　　鑑賞型事業

　　　　・2026スプリング・コンサート「難波陽介＆小林正憲サクソフォン・リサイタル」

　　　奨励型事業

　　　　・令和７年度　函館新人演奏会～音楽の新しい風～

　イ　チケット販売

　ウ　関連グッズ等の売店事業

 ２　市民サービス向上のためのその他の取り組み実績

　ア　広報誌「ステップアップ」，ホームページ，ラジオ，地元新聞，施設案内パンフレット等による広報

　イ　苦情処理，緊急時対応の体制整備

　ウ　職員研修の実施

 ３　市民ニーズの把握の実施状況

　ア　利用者懇談会の実施（書面開催　令和7年8月7日　5団体参加）

　　　　　　花見時期は満車のリスクがあるため，出演者用の駐車場を確保してほしい。　など

　イ　施設利用者アンケートの実施（1階ホールにアンケート箱を設置）

・意見件数：27件

・主な意見：これからも多くのコンサートを実施してほしい。トイレが遠い。

　ウ　主催事業アンケートの実施（主催事業実施の際に来場者アンケートを実施）

・回答件数：１，７５３件

普段見れない場所の見学や席を移動しての音楽体験がとても良かった。（バックステージツアー）

展示場は入った瞬間からすごく良い雰囲気で、一番良かった。（市民美術展）　など

 ４　施設の利用状況

 　・令和７年度の月別利用者数 (単位:人)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

8,244 3,734 8,074 5,891 8,129 7,839 11,088 7,670 7,712 6,715 7,464 5,243 87,803

 　・年度別利用者数

 　※　平成30年度から利用料金制

←　前期指定期間　→ ←　当期指定期間　→

利用者数

・主な意見：和式トイレを洋式化してほしい。インターネット予約にキャンセル待ちを導入してほしい。

　　　　・リサイタル・シリーズ特別企画「反田恭平＆ジャパン・ナショナル・オーケストラ北海道ツアー2025函館公演」

・主な意見： 生で聴いてみたいと思っていたので，公演を知ったときはとても嬉しく，聴いて感動した。（ピアノの森）

利用者数 75,320人 83,309人 87,701人 87,803人

ーー

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

使用料収入 ー ー



 　・令和７年度駐車場月別利用台数 (単位:台)

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

22,149 27,151 25,089 22,704 29,260 23,046 23,930 18,426 14,804 12,523 13,689 17,551 250,322

 　・駐車場年度別利用台数

 ５　指定管理者の収支状況

(単位:円)

収入 委託料

利用料金収入

事業収入

その他の収入

自主事業収入

前期繰越

計

支出 人件費

燃料費

光熱水費

委託料

修繕費

その他の支出

計

 ６　モニタリングの実施状況および指定管理者に対する改善指示等の実施状況

　実地調査の実施　有

　ア　管理業務実績報告書を毎月提出，事業報告書・財務諸表を年次提出

　イ　利用者アンケートを実施

　ウ　評価シートによる自己評価を実施

 令和７年度

使用料収入 39,737,300円 44,865,700円 51,411,500円 51,353,700円

←　前期指定期間　→ ←　当期指定期間　→

 令和4年度  令和5年度  令和６年度

令和５年度 令和６年度 令和７年度

利用台数

←　前期指定期間　→ ←　当期指定期間　→

利用台数 200,329台 222,103台 245,131台 250,322台

令和４年度

3,549,611

42,900 2,394,069 4,511,330 708,404

185,915,671 180,190,445 183,797,574 183,053,462

20,337,006 20,642,114 20,676,692 21,759,739

6,182,856 5,542,547 6,805,037

217,841,145 209,611,022 212,096,200 210,639,762

48,731,629 52,154,162 51,862,652 55,473,569

865,082 841,847 783,347 2,216,450

4,497,630 0 △ 4,477,780 △ 647,904

90,120,641 94,308,808 96,008,362 97,929,998

5,551,194 4,011,150 2,890,784 2,740,276

61,890 39,988 32,436 38,955

28,716,900 30,233,327 30,867,800 31,472,890

当該施設の利用者一人
当たり税金投入コスト

2,468 2,163 2,096 2,085

　　※　なお，指定管理者への収支補填額は次のとおり計上されている。

40,113,645 33,341,367 31,082,070 30,201,486

213,295,899 214,088,802 212,744,104 217,857,174

　　令和５年度分収支補填金　4,477,780円（R6年度　その他の収入に計上）

　　令和６年度分収支補填金　   647,904円（R7年度　その他の収入に計上）

　　令和７年度分収支補填金　 7,217,412円（R8年度　その他の収入に計上（予定））



 ７　指定管理者に対する評価

 　①　指定管理者の自己評価

 評価

 業務の履行  ■Ａ

 状況  □Ｂ

 □Ｃ

 □Ｄ

 サービスの  ■Ａ

 質の状況  □Ｂ

 □Ｃ

 □Ｄ

 団体の経営  ■Ａ

 状況  □Ｂ

 □Ｃ

・年２回の職員研修のほか，施設利用者
への接遇や防災対策等，職員の資質を高
める取組を実施している。
・主催者と事前に打ち合わせを行い，利
用内容を詳細に聞き取ることで必要な備
品や希望する使用方法を適格に案内でき
るよう努めており，その確認を常時２人
体制で行っている。
・初めての登録申請者には，必ず架電の
うえ利用内容や利用条件等説明し，登録
を決定している。
・市民が参加する美術展やピアノコン
サートのほか，プロの演奏家によるリサ
イタルを開催するなど幅広い事業を展開
している。
・年に１度，本部による検査を実施する
など，適正な保守管理に努めている。

　開館から25年以上が経過しており，
施設はもとより，開館当初から使用して
いる機材等についても，不具合箇所が増
えていることから，これまで以上に施設
巡回等を強化し，安全かつ快適にご利用
いただけるよう維持管理に尽力する。
　また，貸館にあたっては遠方の方から
の申込にも柔軟に対応できるよう，メー
ルや振込などを活用し，利用者の要望に
沿った形でご利用いただけるようさらな
るサービスの向上に努めていく。

・新規採用職員を対象とした接遇研修に
参加するほか，商工会議所主催のおもて
なし英会話講座に参加するなど，多様な
お客様への対応に備えている。
・個人情報が記載されている書類等につ
いては，キャビネットに保管した上で施
錠し，各職員の机の引き出しも施錠管理
している。
・事業ごとに実施しているアンケート調
査では，webでの回答も可能とするなど
時代のニーズに応じた回答方法を導入し
ており，利用者の要望を把握するための
手法にも工夫を凝らしている。
・市が主催するボランティア清掃へ参加
したほか，地域交流のある青森県からも
中学生の職場体験等を受け入れた。

　ｗｅｂ研修や市内および道内外で開催
される各種研修等を積極的に受講するこ
とで，個々のスキルアップと意識向上を
図り，さらに質の高いサービス提供に努
める。
　利用者の要望に可能な範囲で最大限応
えるため，今後もメールなどを活用し，
職員間での細部にわたった情報共有によ
り意識統一を図る。

・事業収支および経営状況ともに適正に
行っている。

　今後においても，事業収支および経営
状況ともに，より一層適正に行うととも
に，安定した事業運営に努力してまいり
たい。

 区分  評価の内容  課題と今後の対応



 　②　市の指定管理者に対する実績評価

 評価

 業務の履行  □Ａ

 状況  ■Ｂ

 □Ｃ

 □Ｄ

 サービスの  □Ａ

 質の状況  ■Ｂ

 □Ｃ

 □Ｄ

 団体の経営  ■Ａ

 状況  □Ｂ

 □Ｃ

　◎　「業務の履行状況」「サービスの質の状況」

　　Ａ　　協定書を遵守し，事業計画書及び仕様書の水準以上がなされている。 

　　Ｂ　　協定書を遵守し，事業計画書及び仕様書の水準どおり行われている。

　　Ｃ　　協定書の遵守しているが，事業計画書及び仕様書の水準をやや満たしておらず，課題がある。

　　Ｄ　　協定書や事業計画書に不履行がある。または，業務水準を満たしていない。

　◎　「団体の経営状況」

　　Ａ　　事業収支，経営状況に問題はない。

　　B　　事業収支，経営状況の今後に注意を要する。

　　C　　事業収支，経営状況に早急な改善を要する。

・事業収支は適正であり，経営状況はお
おむね良好である。

　今後も，適正な事業収支，健全な経営
の確保に努めていただきたい。

 区分  評価の内容  課題と今後の対応

・職員研修のほか，施設利用者への接遇
や防災対策等，職員の資質を高める取組
を実施している。
・利用内容の詳細な聞き取りや，主催者
との事前打ち合わせを綿密に行い，丁寧
な案内を心がけている。
・自主事業では，国内外で活躍している
ピアニスト率いるオーケストラ演奏会を
開催し，より上質な芸術に触れる機会を
多くの市民に提供した。
・修繕はリスク分担に基づき適切に行わ
れているほか，施設照明のＬＥＤ化を進
めるなど，利用者の利便性向上に努めて
いる。

　築25年以上が経過し，老朽化により
修繕が必要な設備も多くあるが，日頃か
ら保守点検を行い異常の早期発見に努
め，施設の維持管理を適切に行うととも
に，市費による修繕が必要なものは優先
順位を考慮しながら計画的に市に予算要
求している。
　今後も来館者が安全に安心して利用で
きる環境の保持に努めていただくととも
に，多種多様な事業を実施することによ
り，文化芸術に触れる機会や，文化芸術
活動の場の提供を図り，親しみを感じら
れる施設の運営に努めていただきたい。

・年２回の職員研修のほか，施設利用者
への接遇や防災対策等，職員の資質を高
める取組を実施し，他の機関が主催する
業務力向上研修にも積極的に参加してい
る。
・施設内にアンケート箱を常時設置して
いるほか，主催事業後のアンケートで
は，Ｗｅｂ回答も可能とした方式にする
等，利用者のニーズに応じた意見の徴収
を図っている。
・市内のみならず，青森県からも中学生
の職場体験等を受け入れるなど，青函交
流にも貢献した。

　接遇をはじめ，英会話での応対に関す
る研修など，各種研修を受講し，職員の
資質向上に取り組んでいる。
　主催事業参加者へのアンケートや利用
者懇談会により利用者の意見要望を把握
し，利用者ニーズに最大限対応してお
り，より良い施設運営への意欲が感じら
れる。
　今後においても，来館者が安心して利
用できる環境の保持に努めていただくと
ともに，利用者が親しみを感じられる施
設の運営に努めていただきたい。


